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ＩＴＳ情報通信システム推進会議

ＩＴＳ移動通信システム専門委員会

活動報告

平成１４年５月

ＩＴＳ移動通信システム専門委員会
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（１）　ＩＭＴ－２０００のサービス及び技術動向の調査

（２）　ＩＭＴ－２０００を活用したＩＴＳサービス及びアプリ
　　　 ケーションの検討、及びこれらのサービス等を実
　　　 現するためのシステムの標準化に関する検討

１．ＩＴＳ移動通信システム専門委員会活動方針

■　当専門委員会には、現在５５の機関・企業・団体等から
　　 ６７名の専門委員が参加。

■　５つのＷＧ（サービス／アプリケーション、ネットワーク、端末、
　　 位置情報、セキュリティ／課金方式）により具体的検討。

２．検討体制
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ＩＴＳ移動通信システム専門委員会構成

ＩＴＳ移動通信システム専門委員会

専門委員長 ：黒川　勢一（ＮＴＴドコモ）
副専門委員長 ：阿部　朋明（松下通信）

主査会議

主査：田村　俊之（KDDI）

主査 ：井坂　孝之（NTTドコモ）
副主査：水川　繁光（三菱電機）

主査：加藤　達典（松下通信）

主査：玉地　康雄（CTC）

主査 ：天野　真家（東芝）

サービス／アプリケーションＷＧ

ネットワークＷＧ

端末ＷＧ

位置情報ＷＧ

ｾｷｭﾘﾃｨ／課金方式ＷＧ

副主査：竹原　啓五（KDDI）

アルパイン アンテナ技研 伊藤忠ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ ＮＴＴドコモ

ＮＴＴ－ＭＥ ＮＴＴ西日本 沖電気工業 オムロン ｶﾙｿﾆｯｸ･ｶﾝｾｲ

クラリオン

KDDI

ゼンリン 通信・放送機構 デンソー

ＶＩＣＳセンター トヨタ自動車 長野日本無線 日本道路公団 日本無線

日立製作所 富士通ゼネラル 本田技術研究所 三井物産 三菱電機

矢崎総業

総務省

ﾘｵｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

ＮＴＴドコモ 通信・放送機構 東芝

ドーシス トヨタ自動車

KDDI

日本コムシス J-フォン 日立製作所

松下通信工業 三菱電機 矢崎総業

総務省

アンテナ技研 ｵﾌﾟﾄｳｪｰﾌﾞ研究所 ｶﾙｿﾆｯｸ･ｶﾝｾｲ クラリオン
ケンウッド 住友電気工業 通信・放送機構
デンソー 東芝 J-フォン 日本電気 パイオニア
日立製作所 富士通テン 古河電工

松下通信工業

三菱重工業 三菱電機

KDDI総務省

横浜国立大学

アンテナ技研 伊藤忠ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ
ＮＴＴドコモ ＮＴＴ－ＭＥ ｽﾅｯﾌﾟﾄﾗｯｸ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ

ゼンリンKDDI

東芝

日立製作所 富士通

松下通信工業
三井物産

三菱電機

総務省

アンテナ技研 伊藤忠ﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ

KDDI

日立製作所

松下通信工業 三菱電機

総務省

インテル

三菱重工業

（敬称略、以下55社）

横浜国立大学
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■　ＩＭＴ－２０００を活用したＩＴＳサービスのサービスイメージ、
　　及びネットワーク／端末、位置情報、課金／セキュリティ
　　方式のあり方を検討。また国内外におけるサービス・技術動
　　向を調査。

■ 　 Ｉ Ｍ Ｔ － ２ ０ ０ ０ の 特徴 を活か し た ネ ッ ト ワ ー ク

　　 ナビゲーションシステム（次頁の図1参照）を検討対象

　　 として選定。

■　ネットワークナビゲーションに関して、表１に示す技術

　　 要件等、標準化すべき項目を抽出し、これらについて検討。

３．平成１３年度活動状況

３.１ 　ＩＴＳ移動通信システム専門委員会の主な活動



5

コンテンツホルダコンテンツホルダ

コンテンツホルダコンテンツホルダ

IMT-2000

ユーザユーザ

通信U

地図ＤＢ

住所ＤＢ

ＰＯＩ－ＤＢ

ＰＤＡ型

車載器型

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

internet

図1　ネットワークナビゲーションのイメージ

主なサービス例

（１）地図ダウンロード
　　　■ ユーザは、現在地・目的地等任意の地点の周辺地図をダウンロードする。

（２）POI検索
　　　■ ユーザは、現在地・目的地等任意の地点の周辺情報（POI）をダウンロードする。

（３）ナビゲーション
　　　■ ユーザは、現在地・目的地を設定することにより、経路情報をダウンロードし、
　　　　　位置情報と連動させることでナビゲーションを行う。
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表1　標準化すべき技術的項目

・端末機能

・地図・経路表示

・位置情報送出機能

・ユーザ認証、課金管理

・地図プラットフォーム機能

（経路検索、交通情報・時刻表検索、

住所・電話番号検索）

・地図データフォーマット

・住所データサーバの連携方法

・ＰＯＩ情報転送フォーマット

・コンテンツサーバ機能

技術

要素

標準化

すべき

事項

端末 ネットワーク プラットフォーム コンテンツ

・情報転送方式・プロトコル

・NWセキュリティ

・地図データフォーマット

→ベクトル形式（SVG等）

／ラスター形式（Gif等）

・住所データサーバの連携方法

→地図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑのｻｰﾊﾞ連携

・ＰＯＩ 情報転送フォーマット

→XMLﾍﾞｰｽ（POIX、NVML等）

・コンテンツサーバ機能

→ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｻｰﾊﾞとの通信方法

（XML形式等）

・端末機能

→OS、画面ｻｲｽﾞ、処理能力

→ﾌﾞﾗｳｻﾞ情報（User-Agent）

・地図・経路表示

→地図経路表示 TBT表示

→経路 /POI重合せ

・位置情報送出機能

→GPS利用／セル情報利用

→POIX（XMLﾍﾞｰｽ）を

用いた位置情報交換

・情報転送方式・プロトコル

→ﾊﾟｹｯﾄ交換／回線交換

→IP over PPP、HTTP、HTTPS

→HTTPヘッダ情報（MIME-TYPE）

→用途に応じたﾊﾞｲﾅﾘ／ﾃｷｽﾄ

転送の使い分け

・NWセキュリティ

→暗号化通信（SSL等）

→ｲﾝﾀｰﾈｯﾄへｱｸｾｽ時の認証方法

（ｱｶｳﾝﾄ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞによる認証等）

・ユーザ認証、課金管理

→情報料課金、定額課金、ﾌｧｲﾙ課金

→ｻｰﾊﾞへｱｸｾｽ時の認証方法

（ｱｶｳﾝﾄ、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞによる認証等）

→電話番号を組み合わせた認証

・地図プラットフォーム機能

→ﾃﾞｰﾀ転送ﾌｫｰﾏｯﾄ

（経路情報はXMLﾍﾞｰｽのNVML等）

→ｻｰﾊﾞ間の通信方法

→ｺﾝﾃﾝﾂDBとの通信方法

/
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（１） 　サービス／アプリケーションＷＧ

■　ネットワークナビゲーションシステムをサービス面、機能面

　　から分類。

■　ＮＷナビシステムのサービスを概観し、構成について大きく

　　分類。　また、ビジネス面での応用事例についてとりまとめ。

■　既存のナビゲーションシステムと比較した上でのＮＷナビ

　　 システム実現上の課題についてサービス面・技術面から考察。

３.２　各ＷＧの主な活動

☆ ＩＭＴ－２０００の活用により、低廉なリアルタイム簡易　
　　 ナビが実現可能で有用なことが明らかになった。
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（２） 　ネットワークＷＧ

■　ＮＴＴドコモが提供開始したＩＭＴ－２０００サービス（ＦＯＭＡ）

　　についての詳細を調査。　また、同サービスを利用した

　　ネットワークナビゲーションについての機能性について評価。

■　ＩＭＴ－２０００のサービス提供状況、及びそれらを活用した

　　ネットワークナビゲーションについて技術面から検討し、

　　 標準化対象項目を抽出。

■　その他公衆移動通信サービス（無線ＬＡＮ）の動向に

　　　ついても調査 。

３.２　各ＷＧの主な活動（続き）

☆ 標準化対象項目について検討・決定　（表1参照）。
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（３） 　端末ＷＧ

■　ネットワークナビゲーションシステムについての動向調査、

　　 及び端末実現のための必要条件を検討。

■ 　 主 に Ｉ Ｍ Ｔ － ２ ０ ０ ０ を 対 象 と し て ネ ッ ト ワ ー ク

　　 ナビゲーションサービスを実現するためのＩＴＳ車載情報

　　 端末の要求仕様・基本構成の検討。

☆　ネットワークナビの基本イメージとして、ＰＤＡ活用型、
　　　車載ディスプレイ活用型、ＴＢＴナビ型の３種類を想定し、

　　　車載情報端末基本構成を検討 ・決定。

☆　移動通信端末とＩＴＳ車載情報端末間で使用が想定
　　　されるインターフェース仕様を検討・決定。

☆　ネットワークナビに想定されるプロトコルを検討・決定。

３.２　各ＷＧの主な活動 （続き）
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（４） 　位置情報ＷＧ

■　Ｈ１２年度の報告（位置情報通信ガイドライン）に引き続き、

　　公衆網・ＧＰＳ・カーナビ等からなるトータルシステムを対象

　　とした位置情報の取得の技術検討及び標準化を検討。

■　想定されるアプリケーションを中心に、そこで用いられると

　　 考えられる位置関連情報を抽出。

３.２　各ＷＧの主な活動（続き）

☆ 位置情報の取得のための通信方式についてガイドラインを　

　　詳細化。特に位置を取得するための通信プロトコルを策定。
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（５） 　セキュリティ／課金ＷＧ

■　ＩＭＴ－２０００におけるセキュリティとプライバシー保護に

　　関する法制度を調査。

■　ネットワークナビゲーションにおける課金システム構成及び

　　 セキュリティに関して検討。

■　今後の自動車等の情報利用環境で使用が予定される音楽

　　 等を対象とした、サービスのセキュリティ適応性と課金方式

　　　について調査。

３.２　各ＷＧの主な活動（続き）

☆セキュリティ／課金モデル及び適用方式の概要について確定。
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４.１ 　活動内容

より詳細なサービスおよび技術の調査を行い、ＩＭＴ－２０００を

活用したＩＴＳサービスの実現に向けて 標準案を策定。

（１）　サービス／アプリケーションＷＧ

■　 サービスイメージをより詳細化。

■　サービス・アプリケーションを車内で利用する場合の

　　　ユーザ及びサービス提供者から見た条件を提示。

（２）　ネットワークＷＧ

■　　ＩＴＳサービスを実現する場合のネットワークにおける必要

　　　 機能・性能を検討し標準案を策定。

４．平成１４年度活動予定
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（３）　端末ＷＧ

■　ＩＭＴ－２０００によりＩＴＳサービスを実現する場合に端末として

　　 必要とされる機能・性能を詳細検討し標準案を策定。

■　他のメディア（放送、ＤＳＲＣ等）における実現方法を

　　 比較し共通化を検討。

（４）　位置情報ＷＧ

■　現行方式（ＰＤＣ及びｃｄｍａＯｎｅ等）に関する位置情報通信

　　 ガイドラインを詳細化し標準案を策定。

■　その他の規格化についても検討（コンパクト位置情報規格 ）。

４．平成１４年度活動予定（続き）
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（５）　セキュリティ／課金方式ＷＧ

Ａ．セキュリティ関連

■　セキュリティアーキテクチャの検討。

■　上記の結果と他のメディアにおける実現方法を比較・検証。

Ｂ．課金方式

■　サービス毎、コンテンツ毎に課金モデルを詳細化。また、

　　　ＮＷ課金（代行徴収を含む）及びＩＴＳサービス提供者課金　

　　　の双方について比較検討。

■　上記の結果と他のメディアにおける実現方法を比較・検証。

４．平成１４年度活動予定（続き）
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平成１４年度ＩＴＳ移動通信システム専門委員会の活動スケジュール

平成１３年度 平成１４年度

10   11   12   1   2   3   4     5     6     7     8     9    10 11    12    1     2     3     4     5     6     7     8     9    10    
11    12

活動ステップ

注：検討事項及びスケジュールは業務の進捗等に合わせて適宜見直す。

２．ネットワークＷＧ

　○IMT-2000を活用したNWナビに関
するサービス・技術仕様の把握・

検証

　○通信インタフェース、プロトコ

ルの仕様検討

３．端末ＷＧ

　○IMT-2000を活用したNWナビに関す
る型機器仕様検討（通信端末～車

載端末インタフェース等）

　○他メディアとの連携・共有化検討

４．位置情報ＷＧ

　○IMT-2000ベースの位置情報取得

方式・交換方式に関する標準案検

討

　○IMT-2000ベースのサービスと位

置情報基本仕様の相関性検討

サービスの具体的内容検討及び
技術的要求条件のとりまとめ

標準化すべき具体的項目の設定
及び内容検討

　

１．サービス／アプリＷＧ

　○IMT-2000を活用したNWナビに関

するサービス/アプリケーション

の検討及びサービスリクアイア

メントまとめ

５．セキュリティ／課金方式ＷＧ

　○セキュリティ要件の明確化

　○詳細モデル化、セキュリティ評価

　○プロトタイピングに向けた仕様

　　検討

年度および月

調
査
結
果
の
ま
と
め

標
準
案
の
と
り
ま
と
め

（平成１５年度）

ステップ２
（サービス性検討）

ステップ３
（IMT2000をベースとした標準案の検討）

ステップ４
（サービスの高度化に伴う標準案の検

討）

国内外の動向調査及び
標準化すべき項目のと
りまとめ

標
準
化
項
目
及
び
具
体
的
内
容
の
と
り
ま
と
め

詳細検討

IMT-2000ベースのセキュ
リティ課金モデル基本仕
様検討

IMTｰ2000ベースの
基本仕様案検討

IMT-2000の詳細
調査

端末技術検討
端末実現の検討

相
互
調
整
（Ｗ
Ｇ
間
、
他
専
門
委
、
他
標
準
化
機
関
等
）

▲標準化

詳細検討

詳細検討

詳細検討

詳細検討

サービスの高度化検討及び
高度サービスに関する標準案の検討

サービスの高度化検討及び
高度サービスに関する標準案の検討

サービスの高度化検討及び
高度サービスに関する標準案の検討

サービスの高度化検討及び
高度サービスに関する標準案の検討

サービスの高度化検討及び
高度サービスに関する標準案の検討

標準化すべき具体的項目の設定
及び内容検討

標準化すべき具体的項目の設定
及び内容検討

標準化すべき具体的項目の設定
及び内容検討


